
はじめに 

日本の 17 世紀の回遊式庭園である桂離宮では、園路の

素材や形状が非常に多様である。中でも飛石は、安全で歩

行しやすさを犠牲にして鑑賞者の注意を床に引きつけ、庭を

見渡す自由を奪うことを意図しているように見える。しかし、な

ぜ歩きながら見るものなのに、視線を制御されるのか。飛石

は鑑賞者の視線や歩行速度、体の向きや傾きに制限を与え、

空間の経験に一定の影響力を持つと考えられる。 

本研究は、飛石を見る行為への抑制ととらえ、抑制を受け

た。視線の変化が歩行者に影響を与えることを確認するとと

もに、空間の認知に変化をもたらす視線制御がどのようなデ

ザインに応用可能かを模索することを目的とする。 

1.飛石への調査 

1.1文献調査 

飛石に関する文献調査を行った結果「植裁などへの注視

が大幅減少によって、目線はかなり制限されている」（中村、

岡崎、鈴木 2002）ことが指摘されていた。これまでの飛石に

関する研究によれば、飛石の視線に与える影響についての

指摘はあるものの、その客観的定量的な研究がないことが判

った。 

1.2注視 

飛石は植栽などへの注視が大幅に減少によって、目線は

かなり制限させるとする中村ら（2002）の研究では視線の分

散である。 

しかし、注視を意識的な注意とみなすできる視覚探索行動

とし、注視に要する時間を 0.1s~0.4s とする里村（2017）や前

田ら（2017）の研究では時間である。 

 

2、実験 

2.1目的 

そこで、飛石が視線に与える影響を定量的に計測する実

験を行うことについて、飛石と一般的な舗装面との間で視線

に差異が認められるか、視線計測装置を用いて計測した。 

 

2.2実験内容 

 被験者には、２種類の実験を行った。両実験の相違点が個

人差でなく飛石であることを明確するためである。実験に参

加する５人は大学生である。2021-07-10 に長久手古戦場公

園と大学内で行った。（表１） 

（表１） 

 

実験 A は飛石が視線を抑制するかを計測するため、長久

手古戦場公園の飛石道で行った。（図１）実験 B は一般的な

舗装面での視線変化を計測するため、校内の閑静な体育館

側で行った。（図１） 

図１ 左から実験 A、実験 B 
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 人数 時間 場所 

実験 A 5 2021-07-10 長久手古戦場公園 

実験 B 5 2021-07-10 校内体育館側 
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図 2 視線計測歩行実験 

 

被験者に与える実験指示 

 (1)「前方に花を設置しています。安全歩行を前提に、でき

るだけ景色を眺めながら、ゆっくり歩いてください。ただし、飛

石以外の道は歩かないでください」。 

 (2)「前方に花を設置しています。安全歩行を前提に、でき

るだけ景色を眺めながら、ゆっくり歩いてください」。 

 以上の指示を被験者に与え、実験を３回ずつ行った。ただ

同じの道を連続して数回歩行する場合は、周辺環境を学習

や飛石歩行に慣れるかもしれない。実験データの正確性を

配慮した上、実験回数を３回にするのが適当であると判断し

た。個人差を配慮した上で視対象のバラ（図２）の写真を設置

した。（450mm＊450mm） 

 

2.3実験機材 

視線計測装置（図２）を着用してもらい、自由に動き回るこ

とが可能な状態にする。被験者の自然な視線を捉え、その空

間の中で何に注目していたのか、どんなものに影響されたの

か、どんな行動をとったのかを記録した。 

 

3、結果 

3.1実験データの作成 

分析は視線計測装置と連動するソフト「Tobii pro lab」を使

った。実験においてアイトラッキングと組み合わせて解析をし、

視線の記録はゲイズプロット図で表現する。ゲイズプロットと

は視線分布、注視回数を表したものである。  

 

以下の図３、図４までは一人 3回ずつ行った歩行実験の視

線データから作られた重ねマップである。 

 

図３、図４からは注視の分布がわかる。その結果は飛石の

ある場合には注視がいろいろなところに分散されていたが、

一般的な舗装面の場所は視対象に集中していた。 

図 3 古戦場公園 ゲイズプロット 

図 4 体育館側 ゲイズプロット 

 

実験結果から飛石は視線に影響を与えることが判った。そ

して、実験から「飛石は飛石がないときに比べて、注視量を増

加させる」という新たな知見が得られた。 
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（表２） 注視回数 

 

3.2表２の比較結果 

（１）対象外への注視量表から見ると中村らの飛石は視線を

分散する研究と一致した。 

（２）視対象への注視量表から見ると飛石は視線を分散させ



たけど、逆に視対象への注視量が増大した。 

視線を制御することにより注視回数が増加することが判明

した。そして、両実験の注視回数差が飛石によるものであり、

さらに、飛石が明らかに注視回数を増やしていることが明確と

なった。 

そして、注視と認知に関する研究を調べたところ。1980 年

Just, M. A., & Carpenterが眼脳一致仮説を提出し、「テキ

ストを注視しているうちに心理的処理も同時に行っている」。

2006 年 Ball が「目があるテキストを注視している時は、この

テキストに対して認知処理を行っている。注視時間が長くなる

ほどこの対象の複雑さが高い」。2010 年三浦には注視量を

評価基準とし、「空間把握の低い地図携行のグループⅠでい

ずれも低くなる。グループⅡは地図なしでの初探索の緊張、

不安から多くの情報を得ようとキョロキョロする行動をとったた

めと考えることができる」と述べている。よって、注視、注視回

数が空間認知と関係していることがわかった。 

 

3.3まとめ 

飛石を用いた実験から、飛石に注視量を増加させる効果

が判った。足元を心配せずに安心して歩くことが出来る舗装

と比べ、対象を見る事を阻害するような飛石の方が、かえって

対象をより注視しようとする行動を誘発することがわかった。こ

れを飛石効果とする。 

飛石効果は、飛石は風景を見る自由を奪う一方で、注視

量を増大させた。 

 

4、視線を分散する要因 

飛石でなくても飛石効果は発動するか。飛石効果を発生さ

せる条件について、以下の２つの仮説を立てた。 

１、舗装の分断：床面に一定の間隔を開ける。 

２、舗装仕様の変化：何種類の床素材で園路を構成する。 

図 5 飛石効果の要因 

 

5、デザイン 

5.1飛石効果の応用 

飛石はより多くの注視、観察、気付きを期待したい場所で、

人の興味関心を促進する効果が期待できるのではないかと

考えた。  

 

5.2ケーススタディ 

庭園以外のところ、観賞が目的である。それほど広くない

空間中に大量の情報があり、注視量の増加が望ましい場所

を選定基準として、東山動植物園・温室植物園に決めた。本

研究では飛石効果を発現させる原因の特定が出来なかった

が、この現象を利用して温室植物園の園路を設計した。 

図 6東山動植物園・温室植物園平面図 

図 7 左から水生植物室、中南米産植物室 

 

5.3現状 

 実地調査したところ、東山温室植物園の園路は一般的な

舗装面であることがわかった。その中、中南米産植物室の園

路には丹色のタイルで均一に舗装されている。水生植物室

にはアスファルトで舗装されている。園路に飛石効果のような

デザインはなかった。観賞体験については、一周回ったあと

に、一部の植物が見逃したことや印象に残った植物が少ない

などのことが発生した。その原因は植物に対した観察や気付

きが不十分であることが考えられる。 

 

5.4 設計提案 

注視量が空間認知と関係していることから、飛石効果のあ

るデザインを応用すれば、鑑賞者の注視量が上がり、より深く

観察、多くの気付きが生まれると考えられる。提案 A［図 8］は

飛石効果の分断を利用した。池の中まで入れるように、より植

物を観察しやすい、されに舗装の分断により注視量が上がり、

より深く観察し、多くの気づきが生まれる［図 9］［図 10］［図

11］。提案 B［図 8］は飛石効果の仮説を利用し、目の錯視効

果のある床仕様で視線を床に引きつけ、注視量を増加させる

のではないか。［図 12］［図 13］［図 14］。 

図 8 左から提案 A、提案 B 



図 9提案 A舗装の分断 

図 10提案 A舗装の分断 

図 11提案 A舗装の分断 

図 12提案 B舗装の仕様変化 

図 13提案 B舗装の仕様変化 

図 14提案 B舗装の仕様変化 

終わりに 

以上、本研究は日本庭園の飛石を通じて視線が空間体験

につなげる重要なことを証明し、この方法論を活かすデザイ

ンを探求したものである。そして、飛石効果がほかの施設計

画にも応用が可能である。 
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